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In vitro におけるカラマツ心材の抗菌性物茸のカラマツ

根株心腐病擢病木樹幹内に生息する菌類への影響

大深 正 樹

Effect of antifungal substances contained in larch 

heartwood on the growth of fungi inhabiting larch 

trunks with buttィotin vit7・O.

Masashi OHSA IV A 

Summary : The effect of antifungal substances contained in larch heart-
wood on the growth of fungi inhabiting larch trunks with butt-rot was in 
vestigated in vitro. Woodmeal medium [11 of O.6%_malt extract agar (MA) 
with an addiもionof 10ug of air dryed ground larch heartwood J， and MA 
(0，5%) media containingO.5% taxifolin orO.05% quercetin were prepared. 
The media were each inoculated with nine kinds of fungi which inhabit larch . 
trunks with butt-rot. 
Woodmeal medium 印 刷bitedthe growth of butt-rot basidiomycetous 

fungi， but non-basidiomycetous fungi grew well onもhemedium. All fungi 
tested were inhibited their growth on the medium containing 岡田folin，espe→ 

tially the basidiomycetous fungi could not grow at all. Growth of all fungi 
tes胎d，except for mycelium ~ 1 Cunidentified fungi)， was inhibited with the 
ロlediu汀1containing quercetin. Butt~rot basidiomycetous fungi were also 
more inhibited than non~basidiomycetous fungi on this medium 
It has been concluded that non~basidiomycetous fungi occurring first in 

fungal succession associated with butt-rot in larch trunks are more toler勾

ant to the antifungal substances than butt-rot basidiomycetous fungi which 
occur later 

要旨 カラマツ心材に存在する抗菌性物質が、カラマツ根株心腐病揺病木樹幹内に生

育する菌類の生育に与える影響について、 invitroで調査した。 0.6%マルト培地(M
A)l1lこカラマツ心材木粉を1ωE添加した木粉培地、 0.5%MAにタキシホリン0.5%
またはケルセチン0.05%を添加した培地をそれぞれ準備した。これにカラマツ根棒心

腐病擢病木樹幹内に生息する菌類9種を接種し、その生育を調査した。

木粉培地上で根株心腐病菌は生育阻害を受けたが、遷移白前後に発生する非担子菌
系糸状菌の生育は阻害されなかった。カラマツ心材には根株心腐病菌に対する抗菌性

物質が含まれている。タキシホリン添加培地上では全ての供試菌が生育阻害を受けた

が、根株心腐病菌では特に激しく、菌糸はまったく生育しなかった。ケルセチン添加

培地では1種を除く全て田菌で生育阻害が認められた。己の培地上でも、非担子菌系

糸状菌より根株心腐病菌が強く生育阻害を受けた。

カラマツ根株心腐病に伴う遷移で、先lこ生息する非担子菌系糸状菌が、次に現れる

根祢心腐病菌より、カラマツι材中の抗菌性物質lこ対し酎性があることが明らかと

なった。
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I はじめに

カラマツ根株心腐病は、その進展にともない、

健全から僅かに変色した心材に生息する非担子菌

系糸状菌類から、腐朽初期から中期にかけて生息

する担子菌類(病原菌〕、そして末期腐朽部に生

息する非担子菌系糸状菌へと遷移する(大津ら、

1985)。これらの菌類聞の相互作用については大

津ら (19日7)の報告があるが、材の成分と菌類遷

移の関係についてはまだ十分知られていない。こ

こではカラマツ[Lαrixleptol甲 is(Sieb. et Zu∞) 

GordenJ心材に含まれる抗菌性物質についてカラ

マツ根株IL.'、腐病に関与する菌類への影響を調査し

たので報告する。

宜 材料および方法

1 )供試菌

主にカラマツ健全から僅かに変色した心材に生

息する非担子菌系糸状菌 3種。。οrynedubiα 

(Pers.) Gray， Pezicula lividα(Berk. et Br. ) 

Rehn， my田 lium-l(米同定)、初期~中期腐

朽部位に生息する根株心腐病菌4種。 Phαeolus

schweinitzii(Fr.)Pat.， Spαrαssis crispa(Wulf. 

et Fr.)Fr.，乃romycesbαlsαmeus(Peck)Sack.， 

basidiomycete-l (未同定)占に非湖腐朽部位に

生息する非担子菌系糸状菌 2種・ Pαecilomyces

uαriotii Bain， Scytαlidium sp.の計9種を供試

した。

2)生 育 調 査

各供試菌を 2%素寒天培地 (DifcoBacto 

agar)で14日以上前培養し、そのコロニ一周囲

の新しく生育した部分より、直径3凹の円盤を

切り取り、接種源とした。この接種源をそれぞ

れの調査培地の中央に接種後、 νャーレ周囲を

パラブィルムで封じ、 25'C暗黒下に静置し、一

定期間後にコロニー直径および生育状況を記録

した。生育状況は次の6段階に区分した。 0・

生育は認められない;1 僅かに生育するか、

途中で生育を停止する;2・非常に薄い、素寒

天培地上での生育状況に匹敵;3 薄い;4 

やや密;5 密、 2%マJレト培地(MA)上での

生育に匹激;6 : 5以上の密な生育。試験は3

反復行った。生育への影響は生育状況とコロニー
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直径の比較により判断した(生育状況重視)。

3 )健全心材添加培地上での生育

健全iL'材添加培地の作成はカラマツ心材を用

い、 Sterner(1974)の方法に従った。すなわ

ち、カラマツ心付 (26年生カラマ、人樹幹地上

1mまでの部分)から作成した木粉1∞E、麦

芽エキス(Difco)6 gを蒸留水11に添加し、 pH

を5に調整した。これに寒天15g (Difco)を加

え、 121'Cで2町子関オートクレーブをかけた。

シャーレ(直径9叩〕に20mlずつ分注し、各菌

を前述した方法により接種、培養した。 7日、

14日後にコロニー直径、生育状況を記録した。

コY ト口}ノレとして0.6%MA培地上での各菌

の生育を同様に調査したo

4)タキ1ノホリンおよびケノレセチ Y添加培地上で

の生育

カラマツ心材に含まれる抗菌性物質。タキシ

ホリ;.'(カラマツ心材より作成したものを森林

総合研究所抽出成分研究室より分譲)およびケ

Jレセチン(Sigma)をそれぞれ0.5%および0.05

%となるよう0.5%麦芽寒天培地(寒天は2.0%、

Difco)に添加し、 pHは4.2に調整した。 12分

間、 121'Cで滅菌し、直径3.5cmのシャーレに l

mlずつ分注した。各菌を前述した方法により接

種、培養し、 4日、 10目、 14日後にコロニー直

径を計測した。コ Y トロールとして0.5%MA

培地上での各菌の生育を同様に調査した。

E 結果及び考察

1 )木粉添加培地上での生育
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生育14日目の結果を表1に示したc健全~僅

かに変色した部位に生息する非担子菌系糸状菌

および末期腐朽部位に生息する非担子菌系糸状

菌は、木粉添加により生育はほとんど影響を受

けないか(c.dubおおよびPe.livida)、または

僅かに促進された(mycelium-1， p，ι山口otu

およびScytαlidiumsp.)。初期~中期腐朽部位

に生息する担子菌は、木粉添加で生育がやや阻

害される傾向が認められた(T.bαlsameusおよ

びbasidiomycete-l)oSterner (1974) はパ

ルサムブァー材(木粉)を培地に添加した所、

腐朽菌を阻害する効果均支認められたと報告して

いる。本調査でも明瞭ではないが、ほぼ同様の



山梨県林業技術センタ一報告ぬ18'92 

表 1 木粉添加0.6%MA倍地での生育

0.6%MA 木粉添加
直径吋生育叫 直径生育

供試菌

健全部位~僅かに変色した部位に生忌する非担子菌系糸状菌
C. duhiα44.5  5 47.0 5 
Pe. lividα56.1  4 70.3 4 
mycelim-l 35.9 4 29.1酔) 6 

初期~中期腐朽部位に生息する担子菌(病原菌)
P. schweinitzii (24.3)叶 4 く+α0)翠 3
S. crispa 的

T. bαlsαmeus (23.9) 5 (19.3)* 3 
basidiomyceteー1 (11.0) 4 (7.2) 3 

末期腐朽部位に生息するゴ討旦子菌系糸状菌
Pα. uαriotii (23.3) 4 (24.4) 5 
Scytαlidium sp. (28.9) 4 (10.2) 5 

a)平均コロニー直径〔四)
b)生育状態(材料と方法を参照)
c) ( ) :生息7日目の平均コロニー直径(皿)
d) - :調査せず
e)※・ 0.6%MA倍地と比較し、コロニー直径に有意差か認められるもの
f)+α ・tノヤレー(直径90回)いっぱいに生育し、計測不能のもの

表2 タキシホリ;/(0.5%)およびケJレセチ;/(00.5%)添加0.5%MA倍地上での生育

供 試 菌 直0径5%叫生M育A叫 タ直キ径νホリ生y添育加 ケ直ル径セチ Y生添育加

健全部位~僅かに変色した部位に生息する手付旦子菌系糸状菌
C. dubiα 28.4 4 6.5酔) 3 18.8様 4 

Pe. lividα 29.2 4 13.8複 4 12.2議 3 

mycelium-l 27.1 4 13.5議 4 17.5 4 

初期~中期腐朽部位に生息する担子菌(病原菌)
P. schweinitzii +α ，) 4 0.0葱 。 14.7 2 

S. cr坦pa 11.9 3 0.0後 。 3.2議 2 

T. balsameus +α 4 0.0凝 。 10.2議 3 

basidiomycete-l 十 α 4 0.0議 。 0.0草 。
末期腐朽部位に生息する非担子菌系糸状菌
Pα variotii 十 α 4 5.8後 1 8.3濃 3 

Scytαlidim sp. (21.6)') 4 (4.5)桜 2 (4.9)礎 4 

a)平均コロニー直径(皿)

b)生育状態(材料と方法を参照)
c) +α:0/ャレー(直径35mm)いっぱいに生育し、計損'1不能のもの
d) ( );生育4日目の平均コロニー直径 (mm)

e)※・ 0.5%MA倍地と比較し、コロニー直径に有意差が認められるもの
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結果が得ら、カラマツ心材中に抗菌性の物質の

存在が示唆される。また、これらが非担子蘭系

糸状菌の生育を抑制しなかったことは、菌類遷

移との関連で興味深い。

2)タキシホリ Yおよびケjレセチン添加培地上で

の生育

タキシホリ YおよびケJレセチン添加培地上で

の生育14日目の結果を表 21~示した。タキ νホ

リY添加培地上ですべての菌で生育阻害が認め

られた。特に病原菌で激しく阻害作用が現れ、

全ての菌で生育が認められなかった。ケノレセチ

y添加培地ではmyceliumーlを除く全ての菌

で生育阻害か認められた。ここでも病原菌に強

く生育阻害作用が現れている。病原菌は他の非

担子菌系糸状菌よりこれらの成分に対し耐性が

小さいものと恩われる。

西国ら(1951)はタキ3ノホリン (0.0-0.6%)

およびケノレセチ>'(0.05%)を培地に添加し、

ワタグサレタケ[Antrod向割問osα(Fr.)Karstl 

および [Pycnoporuscoccineus (Fr. ) Bond. 

et Sing.lの生育について調査しているが、タ

キジホリ Yは濃度の増加と共に、腐朽菌に対し

生長抑時計H乍用を示し(調査範囲では両菌とも生

育可)、ケノレセチ Yはヒイロタケでは生育促進

作用を、ワタグサレタケでは特に効果を示さな

いことを明らかとしている。カラマツ根株心腐

病菌はタキ yホリン0.5%では全く生育せず、

ケJレセチンでも生育阻害が認められ、これらの

物質に対しより感受性か清いことか明らかとなっ

た。実際にカラマツ林内に生息している病原菌

が、ヒイロタケやワタグサレタケという一般的

な腐朽菌より感受性が高いことは興味深い。

ここで、木粉添加試験とタキシホリ Yおよび

ケJレセチン添加試験のコ Yトローノレ〔それぞれ

0.6%MA、0.5%MA培地使用)聞には各菌で

生育に差が認められるが、これは木粉添加試験

では MA培地を20m!分注(直径9cmシャーレ)

したのに士tL、タキνホリンおよびケJレセチン

添加調査では 1ml分注(直径3.5cmνャーレ)

し、培地が非常に薄かったためと思われる。

以上より、カラマツ心材中にはカラマツ根株

心腐病菌に対する抗菌物質があり、現在までに

報告のある抗菌物質タキiノホリンおよびケルセ
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チyを用い、調査したところどちらも本病原菌

に対し、抗菌性を示すことが明らかとなった。

特にキジホリンは0.5%の濃度で病原菌をまった

く生育させなかった。Gardnerら(1960)は、ア

メリカ西部カラマツ(Larixoccidentalis Nutt.) 

心材には約 Oー1.8%のタキシホリンが含まれ

ており、個体および，c，4オ部位によりかなり異な

ることを報告Lてい右。近藤ら(1954)は、日

本カラマツ(L.leptolepis)心，>1;1中のタキνホリ

ン量を調査し、 4%であることを報告している。

また笹谷ら (1970)は、日本カラマツのフラボ

ノノーJレ(タキジホリンが主要成分の 1っ)お

よびフラパノーノレ(ケJレセチYが主要成分の 1

つ)含量はそれぞれ約3.0-7.0%および0.15

2.5%程であり、材中心部では低く、辺材に近

づく l己つれて濃度が痛くなることを報告してい

る。己れと比較すると、本調査で用いたタキV

ホリ Y濃度0.5%、ケノレセチ Y濃度0.05%は決

して高くはない。しかし、これらの物質は材内

および細胞内に均一に分布しているわけではな

いので、培地の場合と材内との濃度の比較は簡

単にはできない。

また、根株心腐病に係わる菌類遷移で、病原

菌の前に生息する非担子菌系糸状菌がタキνホ

リYやケノレセチ Yに対して、病原菌より耐性が

あるのは興味深い。始めに侵入する非担子菌系

糸状菌がこれらの抗菌性物質を分解、変性した

後に病原菌が侵入してくる可能性も考えられる。
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